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「食育」とは、様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健

全な食生活を実践することができる人間を育成することです。 

そして、「食育」は、近年の偏った栄養摂取、朝食欠食など食生活の乱れや肥満・痩身傾向な

ど、健康を取り巻く問題を解決する役割を担い、生涯を通じて心身の健康を支えるため継続し

て推進することが重要です。 
 

栄養士の仕事には食育活動の推進があります。 

食育活動で最終的に目指すところは行動変容です。そのた

め、食育活動は対象者の課題や状況に合わせ、興味深く、分り

易い、しかも印象に残る内容で、より確実に結果がでる方法を

模索していきます。 

 そこで、理解を深めるため、生徒と共に、演劇やペープサー

トなどを利用し、「バランスよく食べる」「海と資源を守る」「歯

磨き」など、様々な課題を題材に食育を実践しました。更に、

コロナ禍では自作動画を交えるなど新たな試みも行いました。

活動では PDCA サイクルを利用して問題点の改善を図り、活

動での気づきをまとめました。対象者の行動変容についてはア

ンケート調査を実施しました。 

食をめぐる課題は多岐に渡ります。食育の取り組みもまた多

種多様です。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

（食育ピクトグラム） 


